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バズワード「ビッグデータ」第五歩⽬！
遠い未来、ストレージはどうなっていくのか？

ビッグデータWG



１．昨年の新年交流会では、バズワード「ビッグデータ」第四歩⽬！と
題してAI技術は未来のストレージに応⽤できるのかどうかをご紹介しま
した。今回は前回の資料のブラッシュアップや更に先の未来ではストレ
ージはどういう存在になるのかを考察しています。

２．本コンテンツはIT初⼼者の⽅が理解できるように、ベースの部分か
ら解説をしております。上級者の⽅々には物⾜りない内容になっているか
もしれませんが、お含みおきください。

３．本コンテンツの⼀部は後⽇公開予定でございます。

４．本コンテンツを転載されたい場合には、事務局までご⼀報ください。

はじめに
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（図解）ビッグデータライフサイクルとストレージ要件

リアルタイム
データ

過去からの
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解析（人の意思）

蓄積・再活用解析・分析
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ビッグデータの潮流と考察

What	is	the	Trend	of	Big	Data?



中核を成しているのは、ビッグデータ、オープンデータ、パーソナルデータ

（付録）ICT新事業創出に向けたPROJECTとACTION	

5（出典）総務省「ICT新事業創出推進会議」（第10回）資料



新事業検討の方向性

6（出典）総務省「ICT新事業創出推進会議」（第10回）資料



2020年に向けた社会全体のICT化
アクションプラン（H27.7）

7（出典）総務省「平成28年 情報通信白書」



都市サービスの高度化

8（出典）総務省「平成28年 情報通信白書」



我が国の人口推移
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参考）人工知能について
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人工知能（AI）の分類・比較

人工知能の（AI）の実用化における機能領域



サイバーセキュリティの確保を前提として、データの流通を通じた価値創造や
課題解決を実現

IoT・ビッグデータ・AIが創造する新たな価値例
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企業におけるICT利活用の事例
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企業におけるICT利活用の事例
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企業におけるICTの利活用状況
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企業におけるデータの利活用
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企業におけるデータの利活用（業種別）
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企業におけるデータの利活用の対象
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ICTサービスの発展
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企業におけるICTを活用した労働参画の
促進や効果の事例
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スマートホームとICT
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スマートホームに関する事例
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新しいICTサービスの利用意向と支払意思額
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経済効果の推計結果

23



FinTech（決済・送金）の例
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FinTech（資産管理）の例
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ICTに対する重視度・期待度と効果
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ICTに対する重視度・期待度と効果の
ギャップ（業種別）

27



ICTのもたらす非貨幣価値と社会経済の
将来展望
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ビッグデータの活用からみる
ストレージのあるべき姿

Storage should	be,,,	



ビッグデータのライフサイクル

30

図はライフサイクルの標
準的なステップ。

二次ストアから加工/利用
のステップにデータが供
給されるケースもある。

二次ストアから再生成や
二次加工に回らず終端
するケースもある。

各ステップから除外・削
除・消滅されるデータが
存在。
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ホットストレージ（HOT）
高IOPS
使い続けても落ちない性能が必要

ウォームストレージ（WARM）
スケールアウト（ホットにもコールドにも必要）

高スループット

可用性の確保

データの完全性を確保

セキュリティ
消去の完全性・機密性

コールド・フリーズストレージ（COLD）
データの完全性を確保

セキュリティ
消去の完全性・機密性

ビッグデータストレージの分類と要件
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再掲

オンプレミスでもクラウド
でも考え方は同じ



媒体とストレージの位置付け・・・UPDATE

Tape
Library
（Tape）

Storage
（HDD）

ホットストレージ
⼀次ストア適⽤ストレージ

ウォームストレージ
（⼆次ストア適⽤ストレージ）

高スループット 高I/O

再活用

リアルタイム活用

オプティカル

コールド・フリーズストレージ
三次ストア適⽤ストレージ

Full Flash
（SSD）

UPDATE



媒体から見た分類とその特性・・・数年後こうなる？

高スループット 高I/Oメモリー
フラッシュ

磁気ディスク
テープ

再活用

オプティカル

新世代素子

Flash/SSD	の容量単価の
低廉化とビッグデータ分
析・解析の需要が相俟っ

て、メモリーフラッシュの
シェアが拡大すると予測。

リアルタイム活用
再掲



SSD（Flashベースシステムの推移）
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参考）SSDの方向性
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フォームファクター SSD主要メーカー 最大容量 傾向

SATA Samsung/Micron/Toshiba/
SanDisk/Seagate/WD

8TB 3DTLCNAND搭載品が主流になり、
$/GBあたりの単価が、$0.30へ突入。
需要は増大。

PCIe
(NVMe)

Samsung/Micron/	
Toshiba/Huawei/HGST

11TB 3DTLCNAND搭載品が主流になり、大
容量化が進む。既に在るメーカーでは、
8TB品がリリースされる見込み。
$/GB当たりの単価が
$0.45台へ突入。
需要は増大。

SAS Micron/Seagate/HGST/
Toshiba

16TB 3DTLCNAND搭載品が主流になり、
大容量化が進む。
大容量品の需要増大。

2017年にはSSDの最大容量がHDDの最大容量を抜くと言われている。
搭載NANDの主流が3D	TLC	NANDになることで、益々コストが低減されていく。



データが壊れない（壊れても意識しなくて良い）
データロストは絶対なくしてほしい

止まらないでほしい（いつでもアクセス、自動復旧）

設定が不要
インストレーションが簡単

特殊な技術が必要ない

運用が不要
煩わしい運用を簡潔にしたい

バックアップ→できればやりたくない
災害対策→できれば考えたくない
容量追加→LUNとか嫌
設定変更→手順が面倒
データ移行→できればやりたくない
ファイルシステム→色々あって大変、互換性も無い

何かの性能指標を入れると自動的に設定してくれる
SDS注目の理由
フラッシュが人気の理由

ストレージの理想像
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オブジェクト
ストレージにより
解決しつつある

クラウドが流行っている理由

オブジェクトストレージは
クラウドで人気（当たり前の技術）
オンプレで不人気（これから）

UPDATE



ますますデータ利活用（ビッグデータ活用）は
広まっていく

データ管理は今でも大変だが、ビッグデータ活
用により、ますます大変になっていく

ストレージの将来像
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新しいテクノロジーを使った自動化や
昔からの課題克服がビッグデータを支える
ストレージ基盤になっていくと考えられる

再掲



ますます「ストレージの管理・運用を意識し
ないシステム」が求められている。

ストレージではなくアプリケーションやデータ
置き場としての「サービスの提供」が求めら
れている。

ストレージの将来像〜パート２〜
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本質的な「Storage」の意味に原点回帰してくる
＝

必要なサイズを必要なときに提供してくれる倉庫・蔵

UPDATE



分析 → 一定の性能が必要
→フラッシュ等新素材により解決

データ保管 → コストをかけずに長期の保管が必要
→スケールアウト＋オブジェクトテクノロジーにより解決

互換性（の担保）
ファイルシステムの障壁 → オブジェクトテクノロジーにより解決
ビッグデータ解析の場合には中間データの部分が重要
APIはあるが、色々な思惑がありストレージ間の互換性が生まれにくい
ケースが多い
ストレージベンダー、アプリベンダー等

ビッグデータ分析から見たストレージ
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分析・保管・互換がビッグデータ分析には必要
→ストレージ基盤は機能を備える必要がある



媒体とストレージと未来に必要な技術

Tape
Library
（Tape）

新生代素子
ストレージ

Full Flash
（SSD）

ホット
ストレージ

ウォーム
ストレージ

高スループット

高I/O

再活用

リアルタイム活用

オプティカル

コールド
フリーズ
ストレージ

Storage
（HDD）

咒
咚
に
よ
る
自
動
配
置
や
自
動
運
用

ス
ケ
呎
ル
＆
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ト
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ク
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呎

再掲



AIによる自動化を実現したITシステムの中のストレージ
ストレージを意識しなくてもデータ管理・分析できる

例）問題点を音声でヒアリングし調査結果を出してくれる

例）必要になる性能指標を出してくれる

例）アプリケーションに最適化してくれる

例）地理情報や気象データから災害対策のリスクを数値化してくれる

例）新旧技術の互換性を吸収

適材適所にストレージリソースを自動分配（運用）してくれる

例）データを最適配置しコストバランスを鑑みた構成を推奨してくれる

例）必要なデータを必要な時に、必要なストレージリソース上へ移動させてくれる

ストレージの近未来像（１つの回答と考える）
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人工知能（AI）の発展と利活用の進化
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これからの時代を色々と考察

Predicting the new	era



これまでのストレージを取り巻く
技術進化のベクトル

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化

冗長化(デバイス・構成要素・経路)
仮想化・抽象化技術による冗長化

高可用性

プロトコルの標準化
制御機能の高度化

接続性

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

重複排除技術
容量仮想化技術

効率化

ストレージ関連
技術のベクトル

再掲
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ビッグデータに関連する技術

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化

冗長化(デバイス・構成要素・経路)
仮想化・抽象化技術による冗長化

高可用性

プロトコルの標準化
制御機能の高度化

接続性

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

重複排除技術
容量仮想化技術

効率化

ストレージ関連

技術のベクトル

大容量化

高速化

データ管理

UPDATE
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ストレージ利用の効率化と運用性向上

も
っ
と
使
い
や
す
く
！

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化大容量化

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理データ管理

ü 最も効率的な運用をストレージが

自律的に考えて自動化すること
ができるか？

ü デバイスや構成モジュールの状
態をモニタリングし傾向分析する
ことで障害予測をできないか？

ü 大量に蓄積されたデータをいか

に効率よくストレージ内で自動配
置するか？

ü 大量に蓄積されたデータの解析
負荷軽減のため、前処理をどこ
までオフロードできるか？

ＢｉｇＤａｔａの活用効率化

ストレージの運用性向上

再掲
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重複排除技術
容量仮想化技術

効率化



ストレージはサービスも製品も低廉化の一途

47

□ IaaSの代表的ストレージサービス
AWS	S3												: $0.33	/	10TB /	月

□SaaSの代表的ストレージサービス
MS	OneDrive :		$0.00	/	～10TB /	月
※但し、SaaS契約が前提

□オンプレミスストレージのデバイス単価
の低廉化

パブリッククラウド

オンプレミス



オンプレミスストレージはプライベートクラウド化

48

サーバー

ディスクストレージ

テープライブラリ

分散ファイルシステム

レガシーなサーバストレージ構成 ハイパーコンバージド構成

プライベートクラウド化と共に

ハイパーコンバージド構成の
導入が伸長

ストレージそのものが高機能化を
極め、仮想環境への対応やHSM
機能の搭載などの付加価値が追
い求められた。

ストレージを搭載した廉価なサー
バーを並べ、各ストレージ領域を
仮想的に結合した分散ファイルシ
ステムにより高拡張・低価格なス
トレージ構成が実現される。

SSDとHDDの価格差
が縮まり、HSMの必
然性が低下

SDSやハイパーバイ
ザとの高い親和性に
より、プライベートク
ラウドの基盤として
期待が高まっている



ＩＴインフラは言葉通り、インフラの一部となっていく。

電気を使うときに、発電所を意識しますか？

ガスを使うときは、元栓を回すだけ

水道は蛇口をひねれば出る

電話は家庭に一台から、一人に一台へ

家から個人に付随するという変化

ストレージは容量が欲しければ、、、、WEBでちょいちょい

ストレージを「買う」から「利用する」へ

月々支払い

近未来のITインフラとストレージ考察
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ストレージはエンドユーザーから見えなくなっていく！？
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エピローグ

Epilogue



ストレージ（ICT）ベンダーの行く末は？？
電気（力）会社

水道局

ガス会社

どうしてそうなる？

社会インフラの一部

一部の人だけがその技術を知っていてその技術をおもりしている。

どこにあるのか？

ネットワーク上のどこかか？（クラウドの延長）

１５年前にもありましたね？？（SSPとの違い）
その時の課題１．ネットワーク価格・帯域

その時の課題２．単価（持たないことが思ったほど安くなかった）

まとめ
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１５年経ち、１５年前の課題が解決されつつある



外的要因
テロ・戦争 ← 現実味を帯び始めている

普遍的なもの
データの複製 ← 地球規模での分散コピーが必要か
データを使ったコンピューティング（要はデータを使う仕組み）

ネットワークに置けないもの＝特殊なもの（少数になっていく）
軍事・防衛・警察・航空管制

＋気象情報

金融
資産情報

政府・自治体
個人番号
納税額

製造業（創薬）の最新技術情報
パテント済みや陳腐化したものは公開されていくだろう

しかし将来にかけて忘れてはならないもの
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さらせないデータは
少数だが残っていく

ストレージは今、転換期に入ってきており
どの方向性に進むか目を離せない状況と言える



ビッグデータとプライベートクラウドの関係

パブリッククラウド上にデータを置くのか？使うのか？

ディープラーニングを使うのか？使われるのか？
データはクラウド？オンプレ？

ビッグデータを溜め込むストレージはどれにする？

IoTはエッジ（リアルタイム処理）とセンター（バッチ処理）

ネットワーク（SSDよりも低速なので課題となっている）

帰納法（結論ありき）と演繹法（ロジック）

データの持ち方、ファイルの概念が変わる？

コンピューティングの方が人よりも速い（人を超えてしまう）

今後ストレージマーケットに影響を及ぼす
と思われる事柄
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ビッグデータWGメンバー

パルテック 上原

東芝ソリューション 村竹

シーティーシー・エスピー 落合

日本電気 力石

ユニアデックス 高木

資料作成者
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ご参加お待ちしてます

Japan Data Storage Forum 55

市場情報や製品情報を取りまとめて一緒に発信しましょう

ご参加されたい方は事務局へご一報ください

ソリューション プロダクト

ビッグデータWGSSD	WGSNT部会

ITテクノロジー／バズワード／トレンド

DMS部会エデュケーション
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ご清聴ありがとうございました。

Thank	you!


